
１．基本方針１に関する施策提案（長山委員）
「地域産業振興を身近な場で構想・実行する体制づくり」
「アントレプレナーシップを軸とする地域プラットフォーム」

２．基本方針２に関する施策提案（吉田委員）
「世田谷における地域密着型投資ファンド」

３．基本方針３に関する施策提案（市川委員）
「行政、企業、アカデミック、NPO、市民-クロスセクターによるエコシステム」
「サスティナブルワークスタイル共創プラットフォーム」

４．基本方針４に関する施策提案（田中・見城委員）
「世田谷＝エシカルタウンの確立」

委員からの施策提案

【委員の施策提案にあたって】
• 委員の「勉強会」における議論の積み重ねを経て、条例の理念を「腹落ち」させ、そのうえで理念を具現化する施策や事業についてアイデアを創発的に出した。
• 基本方針１～４について、それぞれに軸足を置いた施策を考えた。その際、１～４の「縦」だけではなく、横軸を通すような施策を提案するように努めた。
• その横軸として、区民・事業者の「ウェルビーイング」「サスティナビリティ」という最上位目標がある。
• 施策提案のポイントは、多様な人・モノ・事業などが、多様なテーマ・課題のもと、共感と信頼をベースに、つながり・創発し・共創し、価値（経済的＋非経済的価
値）を創造する仕組み（プラットフォーム）づくり。その手法の一つは、コレクティブ・インパクト。

• 今回の委員提案施策は、今後区で作成する「改正・産業ビジョンおよび産業振興計画」におけるモデル事業として取り込んでもらうことを想定している。
• 次年度以降の「地域経済の持続可能な発展を目指す会議」においても、今回のような委員提案施策を継続的に次々と構想していく予定。

第５回「地域経済の持続可能な発展を目指す会議」

1

Matsuo102
フリーテキスト
参考２



地域産業振興を身近な場で構想・実行する体制づくり｜アントレプレナーシップを軸とする地域プラットフォーム

「サスティナビリティ」「ウェルビーイング」を最上位の目標に置き、区民生活を支える多様な地域産業の持続性の確保に向けた基盤強化を図る

北沢総合支所

世田谷区産業振興公社
世田谷ビレッジ
（旧池尻中跡地）

まちづくりセンター

総合支所 まちづくりセンター

・当該地区の産業振興計画（アク
ションプラン）を策定
・世田谷ビレッジ的な拠点（産業
振興・創業・学び・コミュニティ・
まちづくりの総合拠点）づくり

経済産業部

経済産業部

砧総合支所

世田谷総合支所

玉川総合支所

烏山総合支所

まちづくりセンター

区の産業部門の新体制・新機能

梅丘・代沢・新代田・
北沢・松原・松沢

池尻・太子堂・若林・
上町・経堂・下馬
・上馬

まちづくりセンター
奥沢・九品仏・等々
力・上野毛・用賀・
二子玉川・深沢

祖師谷・成城・船橋・
喜多見・砧

上北沢・上祖師谷・
烏山

DXでつなぐ 対話でつなぐ

現場重視

・区の産業振興の基本方針
・自治体DXを先導、実装化
・他部門（教育、子ども、環境、
都市整備等）の領域に踏込む
・産業振興公社の事業再構築
・セタカラーのような新規事業・
施策のモデル構築、効果測定

・住民ニーズと事業アイデアの場
・当該地域の課題に取り組む人
材（アントレプレナー）を輩出・育
成する地域プラットフォーム
・サスティナブルワークスタイル
共創プラットフォームづくり

環境 情報

起業無関心者

起業希望者

起業準備者

起業家
初期

アントレプレナー・エコシステム

観光 食

「アントレプレナーシップ」を軸とした地域づくり、地域プラットフォーム

福祉
医療

コミュニテ
ィビジネス

アイデア

社会実験
プロジェクト

小規模事
業者

社会的な
協同組合

中小企業
組合

多様な課題を解決する地域的人材（アントレプ
レナー）を持続的に輩出・育成する仕組み

起業
学習

区経済産業部

＋都市整備など
他部門横断

大学 地域金融機関産業支援機関
士業（コンサル等）
支援ビジネス

世田谷区の多様な課題（テーマ）

伝統
工芸

商店街
中心市街地

安全
防災

地域
金融

教育
保育

スポー
ツ

産業
振興

文化
芸術

まちづくり

身
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中小企業憲章（2010）、小規模企業振興基本法（2014）
中小企業振興条例の制定運動（現在、669市区町村制定）

世田谷区産業振興条例⇒地域経済の持続可能な発展条例（2022）
サスティナビリティとウェルビーイング：地域との共生
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世田谷における地域密着型投資ファンドの重要性

⚫ 起業の促進や既存事業の活性化を通じた、世田谷地域経済の持続的な発展に向けて、

「市民が、世田谷の起業家・事業者を直接応援・投資できるファンド環境・仕組み」が重要ではないか？

⚫ 従来型クラファンに加え、非上場株式や不動産などの投資型クラファン、ふるさと納税版クラファン等、

まちの投資家が金銭的リターンも得られるように投資環境を充実させていくことが必要

⚫ さらに、まちから挑戦する人を応援するカルチャーを醸成する為に、区内商業施設やマルシェ内でのピッチイベント開催、

区内スポーツチームを応援するファンドの設立など、市民と事業者が出会い/つながる機会の創出、

そして、挑戦する人を応援するコミュニティづくりの促進も合わせて実施していくべきではないか

②市民・事業者同士が出会う / つながる仕掛けづくり
→まちの人がまちの挑戦者を応援・投資するカルチャーの醸成

①市民が事業者に直接投資可能な地域密着ファンド
→まちの投資家がまちに投資・リターンを得られる環境の充実

株式型

クラファン

不動産型

クラファン

社債型

クラファン

NFT型

クラファン

ふるさと納税

クラファン

世田谷の市民・投資家

商業施設での

ピッチイベント

スポーツチーム

応援ファンド

10代向け

インキュベーションプ

ログラム

世田谷の起業家・事業者

応援・投資

リターン
獲得

直接募集

資金調達

暮らしの中での
出会い・
つながり

応援・投資家
とのつながり
コミュニティ化

区内の祭り・

イベントとの

連携・コラボ

参考事例：非上場株式マーケット「FUNDINNO MARKET」、不動産型クラウドファンディング「ハロー！リノベーション」、社債専門のネット証券サービス「Siiibo」

NFT型のクラウドファンディング「FiNANCiE」、ふるさと納税型クラウドファンディング「泉佐野市クラファン3.0」
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【Me-I】
生活者・当事者の
ナラティブ

【I-We】
「まちづくりの問い」に

共に向き合う

【We】
問題解消・課題解決

にむけたコミュニティの醸成
共有価値の創造

パブリックベネフィット・コミュニティベネフィットの探究
その象徴となる事業や政策の組成
経済の持続可能な発展推進

様々な「兆し」に触れる場づくり
多様性を前提とした信頼関係の構築

基本的な考え方｜行政、企業、アカデミック、NPO、市民-クロスセクターによるエコシステム
サスティナブルな地域イノベーション推進、共創プラットフォーム、サスティナブル＆ソーシャルデザインラボ。。。ネーミングはまだ浮かんでいません。

企業による
価値提供

行政の
政策形成

学術的
発見

NPOの
活動

声 言語化でき
ない感覚

多様な
価値観

• 日常の延長線上にある、安心して口に出せる場。(環
境設定）

• ここでいう「市民」とはどのような組織の人であれ
「個としての自分」という意味。経営していて思うこ
とや働いていて思うことなども含む。(対象者）

• 言語化されないものを掬い取る、浮かび上がるのを
待つ（人材が重要）

• ここでは解決しようとしない(向き合う姿勢、あり方）

• 年齢、性別、組織、価値観など様々な壁を乗り越える
• 多様なステークホルダーよる深い信頼関係を築く
• 兆しを通し、集合的に問題を定義する、課題の構造をつかむ
• 新たな発想で何にどうアプローチするか考える（文脈、計画）
• 必要な資源を持ち寄り、行動へ

対話

リソース

課題の構造
への意識

理解
共感

新たな発想

多様な主体

市民の
行動変容

文脈形成

複雑性
持続性

個人

• サスティナビリティやソーシャルがテーマ。プロセス重視。
• 「世田谷らしい」（＝世田谷の人材、プレイヤーが参画す
る）チャレンジの総量をあげる

• その先のビジネスや政策形成に向けたエビデンス、イン
パクトを意識。

• 長期的かつコレクティブな成果にむけた支援とセットで

ファシリ
テーション 社会価値の可視化

学習
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サスティナブルワークスタイル
共創プラットフォーム【仮】

地域をフィールドにした
ライフキャリアの開発と
循環型経済への参加

ローカルイノベーションエコシステム｜多様な働き方実現のための共創プラットフォーム

キャリアが途切れない多様な就労機会、多様性を活かした社会的役割のあるまち
×

地域経済や地域産業の持続的発展

企業

地域人材企業文化の交わり、越境、
地域外部人材活用による
サスティナビリティ経営
ダイバーシティ経営の推進
生活者・市民との協働

地域をフィールドにしたサスティナブルな
人材育成とマルチステークホルダーの協働

による多様な就労機会の創出

ビジョンへの賛同を元に参加

機会

よき市民、生活者と
して意見を伝える、
サービスやプロダク
トを事業者と
共に育む

※エシカルタウン構
想との連携

モニター

課題

スタートアップ

世田谷での起業
地域における信頼構築
必要な資源とのつながり
地域外部人材の活用
生活者・市民との協働

NPO
社会的企業

必要な資源とのつながり
地域人材活用による組織運営、
当事者参画による組みづくり

課題起点の事業構築
コレクティブ・インパクト

支援機関
行政

資源

持ち寄る・シェア・コモンズ
知的資本・共有資本化

就労マッチング
事業連携【就労】

社会課題・地域課題解決型
インターンシップ【社会参加】

就労体験

教育機関

中間支援組織によるディレクション(地域の人事部的機能）

子ども・障がい者が、就
労体験を通して地域の
中で多様な働き方に触
れる、就労への不安を
軽減する。地域におけ
る新しい役割の獲得。
受け入れ側にとっても
多様性に出会う大切な

機会となる。

【関連施策】
「サスティナビリティ人材」育成
（地域理解、リテラシー向上のための

学習機会）

エシカルタウン

地域金融
ファンド

サスティナブルやダイバーシ
ティ、地域との共創に取り組
む事業者と出会い、多様な就

労機会を得る。

求職者、複業やフリーラン
サー、小規模事業者などを対
象。SETACOLORなど区の
創業支援施策と連携等

【関連施策】
スキルアップ、リカ
レント、リスキリン
グ、アンラーンな
ど就労における学
びの機会提供

研修機関

就労に関する社会課題解決をテーマに
した領域での学習と実践のインターン
シップおよび移行的就労。プラット

フォームで実施するモデル事業への参画。
アカデミックと連携したフィールドワーク

の場としても活用。
シニア、働く上での制約がある人など特
別なニーズがある人、学生等を対象。
チーム就労、コミュニティベースで働く。
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「世田谷＝エシカルタウン」の確立

せたペイ エシカル
ポイント
生活における

エシカル度を可視化
＆お得に暮らす

点になっているエシカル活動をつなげ、広げる仕組み

商店街
×

エシカルポイント

1. 2. 3. 4.
商店街でエシカル活動推進

世田谷区地域経済の持続可能な発展を目指す会議｜見城 佐知子・田中美帆・渡辺祐亮（農民イラスト https://nawmin.stores.jp/）

世田谷
エディブルガーデン

まち全体がシェア畑

コンポスト活動
×

エシカルポイント

生ごみは、燃やさない

中小規模事業者の
エシカル活動推進

ESG経営は、大企業だけじゃない

施策案 施策案

施策案とセットで考える｜1

施策案とセットで考える｜2

施策案とセットで考える｜3

施策案 施策案

例1
エコバッグ持参で
１ポイント
↓

ごみを減らす

例2
飲食店の残飯
コンポスト設置に
エシカルポイント助成

↓
フードロス削減

例1
畑のお世話
１ポイント
↓

実り豊かな
街路空間

例2
建築家・デザイナー
コミュニティ参画

↓
エシカルポイント

報酬

例1
コンポスト土持参
１ポイント
↓

可燃ゴミの削減

例2
コンポストの
優良堆肥
↓

エシカルポイント
買取

例1
世田谷の工場見学や

ものづくり体験で１ポイント
↓

地域学習の促進

例2
水耕栽培など都市型農業

への発展

新たな事業創出

新たな教育機会

若年層が社会を
変える文化醸成エシカル実践のための

事業創出や
インキュベーションなどの

仕組みがセット 環境リテラシー向上
コミュニティスクールとの連動

シビックプライド

SDGs理解が進んでいる
グローバル視点がある
キャッシュレス生活が
浸透している

Matsuo102
フリーテキスト
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